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第４章 人吉球磨地域の地域公共交通が抱える課題 

１ 前計画の評価 

◆ 前計画（人吉・球磨地域公共交通網形成計画：平成 28 年度～令和 3 年度）に掲げた施策メ

ニューの実施状況は、路線バスの再編・見直しに合わせて、各市町村でコミュニティバスや乗合タクシー

等の新規導入、さらには既存乗合タクシー等の見直し、それらの運行に合わせた拠点の創出やダイヤ

の見直し、広報等については実施されている状況です。 

◆ 一方で、複数の交通モードが連携した取り組みや路線バス等を対象とした利用促進策（広報等）、

さらには広報活動等の定期的実施に関しては、地域公共交通担当部署の人材不足や予算等の都

合より未実施となっています。 

◆ そうした状況の中、新型コロナウイルス感染症や豪雨災害等の影響もありますが、地域間幹線系統路

線バスにおいては、路線再編・見直しに伴い、運行効率性は向上したものと考えます。 

◆ しかし、路線バスへの財政負担状況は市町村によってばらつきが見られる状況（減少していない市町

村もあり）であるとともに、今後の需要の動向、地域ニーズ等を踏まえたあり方検討が必要と考えます。 

 

 

 

〔路線バスの再編・見直し前の地域公共交通体系〕 
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区域運行 

〔路線バスの再編・見直し前の地域公共交通体系〕 

〔路線バスの再編・見直し後の地域公共交通体系（R1.10～）〕 
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数値目標 目標値 評価値 

①幹線系統となる公共交通の年間

利用者数の減少率：くま川鉄

道、路線バス 

くま川鉄道：約 86％ 

※対 H22 比 

くま川鉄道 

約 93％(710 千人) 

※R1 実績値 

路線バス：約 79% 

※対 H22 比 

路線バス 

約 67%(128 千人) 

※R1 実績値 

【 評価結果 】 

・ 新型コロナウイルス感染症の影響がある中、くま川鉄道に関しては地域と連携したイベント開催や各

種企画等で目標値を上回る結果（R2 は豪雨災害の影響で減少） 

・ 路線バスに関しては計画策定時に想定した趨勢型（約 65%）より若干上回るものの、利用促進

策等が十分実施できていない状況もあり、目標値より下回る結果 

 

数値目標 目標値 評価値 

②地域間幹線系統（路線バス）の

実車走行キロあたり輸送人員 

0.15 人/km 

以上 

0.153 人/km 

※R1 実績値 

※路線バス＋球磨村コミュニティバス 

【 評価結果 】 

・ 利用者数は減少しているものの、路線再編等で実車走行キロが減少し、運行効率性は維持 

 

 

数値目標 目標値 評価値 

①新たな拠点の創出 15 箇所 
新規 3 箇所 

（水上役場前、相良村役場、渡駅） 

【 評価結果 】 

・ 対象とする拠点については当初より拠点となっている箇所が多く存在し、新規については路線バス再

編等に合わせて 3 箇所設置 

・ 一方で、人吉 IC やイオン錦店のような広域的な拠点は未整備 

 

数値目標 目標値 評価値 

②複数の交通モードが連携した施策

数 
10 施策 

4 施策 

※接続ダイヤの見直し、乗り継ぎ運賃割

引、時刻表等の改善、マップ作成等に関

して一部の市町村が実施 

【 評価結果 】 

・ 各市町村において路線バス再編に合わせた支線部分の見直し（ダイヤの接続等）、さらには拠点

整備等を行っているものの、情報提供面、運賃面等への取り組みはなし 

目標① 持続可能な公共交通ネットワークの形成 

目標② 拠点の創出及び交通結節機能の強化 
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数値目標 目標値 評価値 

①利用環境等に対する利用者の満

足度 
44.0% 

- 

※豪雨災害、新型コロナウイルス感染症の

影響で未評価 

【 評価結果 】 

・ アンケート調査は未実施であるものの、施策等の実施状況を踏まえると満足度の向上は期待できな

い 

 

数値目標 目標値 評価値 

②観光客の公共交通機関利用率 30.0% 

- 

※豪雨災害、新型コロナウイルス感染症の

影響で未評価 

【 評価結果 】 

・ アンケート調査は未実施であるものの、くま川鉄道利用者数の増加等を踏まえると若干の増加は期

待されるが、全体としては大きな増加は期待できない 

 

 

 

数値目標 目標値 評価値 

①地域と連携した利用促進の実施

件数 
10 件 

一部実施 

※各市町村で多様な関係機関等と連携

し、主に支線系統を対象とした利用促進

（免許返納含む）を実施 

【 評価結果 】 

・ 各市町村で学校や老人クラブ、商工会など多様な関係機関と連携し利用促進に取り組んでいる 

・ 一方で、対象となる地域公共交通は支線系統が多い状況 

 

数値目標 目標値 評価値 

②地域公共交通に関する情報発信

数 
5 回/年 

不定期に実施 

※一部市町村では広報誌等を活用した広

報実施。ただし、定期的な広報でなく、支

線系統見直し等に応じた実施。 

※人吉球磨全体では未実施 

【 評価結果 】 

・ 各市町村において支線系統の見直し等に応じて様々な媒体を活用して広報活動を実施 

・ 一方で、定期的な発信は未な状況であるとともに、路線バス等に関する発信は少ない状況 

  

目標③ 公共交通利用環境の向上 

目標④ 地域公共交通に関する新たな仕組みづくり 
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２ 人吉球磨地域の地域公共交通が抱える課題 

 

現状・問題点 

 

①人口減少、少子高齢化の進展が

著しいなか、豪雨災害により人口

流出が加速。 
 

②通勤、通院、買い物等の日常生活

において一体的な生活圏を形成し

ているものの、移動手段は学生や

高齢者を除いて自家用車へ依存。 
 

③地域間を結ぶ公共交通として、JR

九州肥薩線、くま川鉄道、路線バ

スが存在するものの、豪雨災害の

影響で鉄道の全線復旧の見通しが

立っていない状況。 
 

④地域への玄関口は人吉 IC に依存

しているものの、人吉 IC と地域間の

路線バス等の移動は不便な状況。 
 

⑤各市町村において地域間幹線を補

完する形でコミュニティバスや乗合タ

クシー等を運行しているものの、幹

線系統と支線系統で連携が不十

分な状況。 
 

⑥利用者数の減少(新規利用の未

獲得)・低迷や運行単価の上昇等

に伴い、各市町村の財政負担は増

加(一部横ばい)しており、行政運

営を圧迫。 
 

⑦交通事業者においても、運転手不

足や運転手の高齢化といった人材

面の問題、さらには計画的な車両

更新に関する費用面の問題あり。 
 

⑧鉄道（JR 肥薩線、くま川鉄道）

は地域の基幹産業である観光面に

大きな影響を及ぼしており、早期復

旧を期待。 
 

⑨鉄道や路線バスなども含めた地域

公共交通全般の情報発信不足に

より、地域住民の地域公共交通に

対する関心も低い状況。 
 

 地域公共交通が抱える課題 

 

①多様な交通モードの連携・活用によ

る地域公共交通体系の再構築 

地域公共交通に係る財政負担や交通

事業者の経営状況等を鑑みた場合、人

吉球磨地域に存在する鉄道、路線バス、

コミュニティバス、乗合タクシー、タクシー等

の多様な交通モードを連携・活用させ、鉄

道の復旧段階等に応じて、地域住民の日

常生活への対応、さらには地域内交流や

観光需要へ対応するような地域公共交

通体系への再構築が必要です。 

 

 

②地域公共交通に関する情報発信の

強化 

人吉球磨地域全体における地域公共

交通の一元的かつ一体的な情報提供が

未実施の状況です。地域全体での移動ニ

ーズ等を考慮した情報発信を行うととも

に、自家用車依存からの脱却に向けて地

域公共交通が一丸となった情報発信の強

化が必要です。 

 

 

③地域公共交通利用促進に向けた機

運の醸成 

人吉球磨地域における現在の地域公

共交通利用者は、小中学生や高校生、

高齢者といった運転免許証等を保有しな

い人に限定的となっています。また、地域

住民の地域公共交通に対する関心も低

く、地域公共交通の利用促進、さらには

新規利用者の獲得に向けて地域全体で

地域公共交通利用促進に向けた機運の

醸成が必要です。 
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